
平成２８年 第２回
石狩市下水道事業運営委員会

平成２８年４月２８日

【追加資料】

・第１回委員会資料の訂正

・新電力の概要とその導入効果

・下水道計画の見直しによる札幌市への処理負担金

・特定環境保全公共下水道事業に係る収支及び

個別排水処理施設整備事業に係る収支

・石狩市公共下水道の使用料についての意見



第１回石狩市下水道事業運営委員会 資料№１の訂正

訂正前 訂正後
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第１回石狩市下水道事業運営委員会 資料№２の訂正

訂正前 訂正後
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●新電力（ＰＰＳ）とは

既存の電力会社（北電）とは別の特定規模電気事業者

（Ｐｏｗｅｒ Ｐｒｏｄｕｃｅｒ ａｎｄ Ｓｕｐｐｌｉｅｒ）

既存の電力会社が有する電線路を通じて電力供給を行う事業者

●㈱エネットと契約（平成27年6月～平成29年3月）

・花川南中継ポンプ場

・樽川中継ポンプ場

・本町中継ポンプ場

㈱エネット＝ＮＴＴファシリティーズ・東京ガス・大阪ガスの３社で設立

●新電力導入効果（北電契約との比較）

基本料金 １％割引

契約期間（２２ヶ月） １４５千円減

１年当り ７９千円減

「新電力の概要とその導入効果」
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茨戸水再生プラザに関する協定変更について（負担率軽減が大きい項目を抜粋）

建設負担金（負担率） 維持管理負担金（負担率）

項目 新 旧 備考 項目 新 旧 備考

二次処理施設・汚泥

処理施設・高度処理

施設・汚泥圧送施設

など

札幌市８８．２％

（計画水量69,410m3/日）

石狩市１１．８％

（計画水量9,290m3/日）

札幌市８０％

（計画水量100,000m3/日）

石狩市２０％

（計画水量25,000m3/日）

計画水量により

決定

修繕費（二次処理） 札幌市８８．２％

（計画水量69,410m3/日）

石狩市１１．８％

（計画水量9,290m3/日）

札幌市８０％

（計画水量100,000m3/日）

石狩市２０％

（計画水量25,000m3/日）

建設負担の

割合による

※新負担率は平成２５年度から施行

「下水道計画の見直しによる札幌市への処理負担金」
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特定環境保全公共下水道事業に係る収支

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

収益的収入 Ａ ５８，６８３ ６７，３８３ ６７，７３０ ８５，２５９ ７６，１５４

料金収入 １３，５９８ １３，４８９ １３，３８２ １３，２７５ １３，１６９

一般会計繰入金 １２，４０９ １２，６６１ １０，５３４ ９，９５９ ９，４４２

〃 (料金改定分) ２，１５９ ２，１４１ ２，１２４ ２，１０７ ２，０９０

〃 (基金不足分) ０ ０ ０ ０ ５１，３７３

その他 ８０ ８０ ８０ ８０ ８０

基金繰入金 ３０，４３７ ３９，０１２ ４１，６１０ ５９，８３８ ０

収益的支出 Ｂ ５８，６１４ ６６，３６３ ６６，５８６ ８０，１１４ ６６，９３８

職員給与費 ９，８３９ ９，８８０ ９，９２１ ９，９６２ １０，００３

支払利息 １０，８６８ １０，００４ ９，２５３ ８，７０３ ８，１４４

その他 ３７，９０７ ４６，４７９ ４７，４１２ ６１，４４９ ４８，７９１

収 支 Ｃ (A-B) ６９ １，０２０ １，１４４ ５，１４５ ９，２１６

資本的収入 Ｄ ６９，６４３ ４９，８８５ ３４，５３１ ３１，００２ ２７，１２５

地方債 ４，９００ ０ ０ ０ ０

一般会計繰入金 ６４，７０３ ４９，８４５ ３４，４９１ ３０，９６２ ２７，０８５

その他 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０

資本的支出 Ｅ ６９，７１２ ５０，９０５ ３５，６７５ ３６，１４７ ３６，３４１

建設改良費 ０ ０ ０ ０ ０

地方債償還金 ６９，７１２ ５０，９０５ ３５，６７５ ３６，１４７ ３６，３４１

その他 ０ ０ ０ ０ ０

収 支 Ｆ (D-E) △６９ △１，０２０ △１，１４４ △５，１４５ △９，２１６

収支再差引 (C-F) ０ ０ ０ ０ ０

（単位：千円）
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個別排水処理施設整備事業に係る収支
（単位：千円）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

収益的収入 Ａ ２５，１９０ ２５，５３６ ２６，１７０ ２６，８９４ ２７，８２６

料金収入 ３，８８９ ４，１８９ ４，４８９ ４，７８９ ５，０８９

一般会計繰入金 １１，７１５ １２，０１７ １２，４１０ １２，６２２ １２，９２５

〃 (料金改定分) １，４３６ １，４１４ １，４１５ １，４１５ １，４１５

〃 (赤字補てん分) ４５９ ８３７ １，０７６ １，４３９ １，７１４

〃 (基金不足分) ０ ０ ０ ５，６５８ ６，４７７

その他 ２３７ ２０６ ２０６ ２０６ ２０６

基金繰入金 ７，４５４ ６，８７３ ６，５７４ ７６５ ０

収益的支出 Ｂ ２２，４８０ ２３，２６４ ２４，１９０ ２４，８６８ ２５，６７３

職員給与費 ９，６５７ ９，６９７ ９，７３７ ９，７７７ ９，８１８

支払利息 ２，７３１ ３，１１４ ３，６４２ ３，９２１ ４，３２４

その他 １０，０９２ １０，４５３ １０，８１１ １１，１７０ １１，５３１

収 支 Ｃ (A-B) ２，７１０ ２，２７２ １，９８０ ２，０２６ ２，１５３

資本的収入 Ｄ ３９，０６７ ３６，２７０ ３５，６０７ ３５，７１９ ３６，０３３

地方債 ２９，１００ ２７，５００ ２７，５００ ２７，５００ ２７，５００

一般会計繰入金 ７，３９０ ６，１６３ ５，４０８ ５，８１９ ６，０４１

その他 ２，５７７ ２，６０７ ２，６９９ ２，４００ ２，４９２

資本的支出 Ｅ ４１，７７７ ３８，５４２ ３７，５８７ ３７，７４５ ３８，１８６

建設改良費 ３２，４００ ３０，６００ ３０，６００ ３０，６００ ３０，６００

地方債償還金 ９，３７７ ７，９４２ ６，９８７ ７，１４５ ７，５８６

その他 ０ ０ ０ ０ ０

収 支 Ｆ (D-E) △２，７１０ △２，２７２ △１，９８０ △２，０２６ △２，１５３

収支再差引 (C-F) ０ ０ ０ ０ ０
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石狩市公共下水道の使用料についての意見

石狩市下水道事業運営委員会
会長 船水 尚行 様

意見を述べさせてもらいます。

下水道料金について、石狩市で使用料改定の原則に沿って、算出されたものでしょうが、
６．２８％アップはあまりにも高率だと感じられます。
外部委託料金などを見直し、使用料アップを圧縮するような検討を望みます。

石狩市の人口減少は将来も予想されています。排水需要が減少して、下水道会計収支はも
っとタイトになるでしょう。その都度に料金改定では、市民に負担を押し付けると思われま
す。
国勢調査速報値では、平成２７年１０月１日現在の石狩市人口は５７，４６２人とありま
した。
この人数は下水道使用料算定資料にある平成３０年の予測人口とほゞ同じです。
２－１排水需要の予測（公共下水道）のデーターは、見直しの必要があるのではないでしょ
うか。

近年、廃棄物をエネルギーとして利用するバイオマス技術が開発されています。
石狩市は、下水を外部処理に頼るだけでなく、バイオマス技術での汚水処理に取り組む必
要があります。
処理するだけでなく有効利用することで、市民の理解が得られます。
石狩市は、環境と調和した持続的な社会の街づくりを目指す必要があります。

２０１６／０３／３１
委員 長 良幸
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